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用語の解説 

 

ADM 貴社のケムウォッチシステムのドメイン管理者 

ADG オーストラリア危険物規則 (Australian Dangerous Goods Code) 

AuthorITe SDS作成支援モジュール（オーソリティ） 

CAS ケミカルアブストラクツサービス 

CHEMTOURAGE ケムウォッチのサポートチーム 

CLP EUにおける化学物質および混合物の分類・表示・包装を定めた規則
（CLP規則） 

CSCL 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 

COBRA コントロールバンディング・リスクアセスメント 

COSHH 健康に有害な物質の管理（Control of Substances Hazardous to Health） 

CREDITE POSTERI 混合物作成モジュール 

CW No ケムウォッチ番号 

DE データ抽出（Data Extraction） 

DET ケムウォッチのデータ抽出ツール 

DG 危険物（Dangerous Goods） 

DGEN ラベルモジュール用の文書生成機能 

EINECS 欧州既存商業化学物質インベントリ（European Inventory of Existing 
Commercial Chemical Substances） 

GHS 化学品の分類および表示に関する世界調和システム（Globally 

Harmonised System for the Classification of Hazardous Chemicals and 

Labelling） 

HAZCOM 米国危険有害性周知基準 

IFC 米国国際防火基準（International Fire Code） 

ILO 国際労働機関（International Labour Organisation） 

ISHA 日本労働安全衛生法 

MFA 有害廃棄物のマニフェストに記録される施設内のエリア（Manifest 
Facility Area） 

MQR マニフェスト数量報告（Manifest Quantity Report） 

NFPA 全米防火協会 

OEL 職業曝露限度 
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PDSCA 有毒有害物質管理法（Poisonous and Deleterious Substances Control Act） 

PPE 個人用保護具 

PKG 容器等級 

PTN プロジェクト追跡番号（Project Tracking Number） 

OSHA 米国労働安全衛生庁（Occupational Safety and Health Administration） 

QR Code QRコード 

REACH EUにおける化学品の登録、評価、認可及び制限に関する規則（REACH
規則） 

RA リスクアセスメント 

SAC 中国国家標準化管理委員会（Standardization Administration of China） 

SI 国際単位系（International System of Units） 

SMARTSUITE スマートベンダー、ゴールド、ミニSDS、緊急対応モバイルアプリ 

SR 危険物のサブリスク（副次危険性） 

SOP 標準作業手順書 

SUSMP 豪州の医薬品および毒物の統一スケジューリングに関する基準
（Standard for Uniform Scheduling of Medicines and Poisons） 

TSCA 有害物質規制法（TSCA） 

UGD ユーザー ゴールドデータ 

UI 表示画面 

UN 国際連合 

VGD ベンダー ゴールドデータ 
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レポートジェネレータ ユーザーガイドについて 

レポートジェネレータ ユーザーガイドは、ケムウォッチの新たな化学品管理システ

ムのレポート生成機能に対するガイドです。このガイドでは、主に基本的なレポー

トの作成と、選択した特定のデータポイントに基づいてデータをエクスポートする

テンプレートの作成方法を説明しています。 

本ガイドでは、特定の操作や作業内容をわかりやすくするために、モード機能、ア

イコン、ボタンを使用しています。各トピックでは、特定の目的を達成するために

システムの使用方法を学べるよう、手順に沿ったタスクを参考として示しています。 

 

モジュール 
 

 

ホーム コア モジュール  レポートジェネレータ 

 

機能 
 

 レポートテンプレートの追加  ダウンロードプロセス 

レポートテンプレートの編集 レポートジェネレータ ユーザー権限 

 

レポートフォーマットの出力 

 

マニフェストと危険有害性 

 

 ライブヘルプチャット 

 

 
参考情報 

情報アイコン  の箇所では、各トピックやセクションについての詳細情報をご確認いただけます。 
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アプリケーションについて 

ゴールドFFX は、以下に挙げる一般的なブラウザに対応している、ケムウォッチのウェブ

アプリケーションです。 

一般的なブラウザ 
 

ウェブブラウザ ブラウザの条件 おすすめ度 

Google Chrome 最新版のグーグルクロム      

Firefox 最新版のMozillaファイアフォックス      

Edge 
最新版のマイクロソフトEdge      

Safari 
最新版のサファリ      

 
 弊社システムでご利用いただく承認済みブラウザの詳細については、ドメイン管理者または 

ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
 

 

本ケムウォッチシステムは、最新の化学品管理システムです。 

ユーザーの操作性向上を目的として設計されており、画面構成はシンプルで直感的

に操作できるようになっています。これにより、企業および組織は、労働安全衛生

（WHS）要件に沿った化学品管理を効率的に行うことができます。 

本システムでは、主に以下の情報を管理します。 

• 化学品インベントリ 

• ラベル 

• 安全データシート（SDS） 

本システムでは、クエリビルダを使用することで、検索条件を設定し、特定の製品

を検索するためのクエリを作成することができます。 

本ウェブアプリケーションは WindowsおよびMacのPCの両方で使用可能ですが、イ

ンターネット接続が必要です。また、スマートフォンやタブレットには対応してお

りません。 

スマートスイート（Smarter Suite）モバイルアプリ 

ケムウォッチでは、標準ライセンスとは別に、iOSおよびAndroid 対応のモバイルア

プリをオプションとして提供しています。スマートスイートは、特定の場所から必

要な情報にアクセスできる「ワンストップツール」として、リスクアセスメント、

バーコードを利用した化学品インベントリの管理機能を提供します。 
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 モバイルアプリ 機能 

 
 
 
 
 
 

 

 

スマートスイー

トアプリの化学

品管理モード 

 • スマートベンダー ベンダーSDS 

• スマートゴールド ケムウォッチSDS 

• スマートミニ ハザード概要SDS 

• スマート緊急対応 緊急対応レポート 

• スマートコブラ リスクアセスメント 

• スマートラベルs 表示ラベル 

スマートスイー

トアプリの在庫

管理モード 

 • 検索 & 閲覧 検索エンジン 

• インベントリ マニフェストリスト 

• 調整 在庫の調整 

• 設定 機能とモバイル設定 

 
 

 

 

 スマートアプリの詳細につきましてはjapan@chemwatch.net.までお尋ねください。

mailto:japan@chemwatch.net.
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ユーザーログインページについて 

ケムウォッチシステムはオンラインシステムであり、利用できる機能やサービス内

容は、アクセスするドメインの管轄地域に基づいて提供されます。 

ログインページ 

ログインページには、以下の要素が含まれています。 

• サポートチーム 

• ログインフィールド：アカウント、ユーザー名およびパスワード 

• お知らせ 

• X (旧Twitter) 欄 
 

 
要素 機能 概要 

次回から自動ログ

イン 
 

 

ログイン情報を記

憶するためのチェ

ックボックス 

チェックボックスが選択されている場合には、ブラウザが

前回のログイン情報を記憶します。 

 
 パスポートの変更 こちらをご利用いただくと、ケムウォッチからパスワード

をリセットするための自動メールを送信します。そちらか

ら、新しいパスワードを設定していただけます。 

 

 登録用リンク こちらリンクをクリックすると、ウェビナーへの登録フォ

ームが開きます。 

 

 
機能メーター システムの基本機能から高度な機能まで、ご利用いただき

たいレベルを指定できます。 

 

 ライブチャット 部署ごとに指定されている御社担当のスタッフが、オンラ

インでご質問等に対応いたします。 

X X-ケムウォッチ ケムウォッチがX（旧Twitter）で配信している情報が表示

されま す。 
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シングルサインオン (SS0) 

ケムウォッチのシステムでは以下の二つの認証オプションがあります。 

• 手動ログイン 

• シングルサインオン(SSO) 
 

認証モード 概要 

 

手動ログイン 

 

  
 

 

 

ユーザーがアプリケーションに手動でログインするには、次の認証

フィールドに正しく入力する必要があります。 

• アカウント 

• ユーザー名 

• パスポート 

シングルサインオン 

 

    
 
 

 

本オプションは、組織のユーザー情報を保持する外部リポジトリと

連携し、ユーザー認証を行うためにデータベース上で利用できる機

能です。外部認証方式を使用した場合、外部化されるのはユーザー

およびそのパスワードのみであり、その他のデータやインテグレー

ター権限はすべてケムウォッチのデータベースリポジトリ内で管理

されます。 

 

ケムウォッチシステムに手動でログインする場合、ドメインアカウントを使用した

三要素認証が必要です。これにより、安全にアプリケーションへアクセスできます。 

シングルサインオン(SSO)は、一度のログインで複数のアプリケーションやサービス

にアクセスできる認証プロセスです。サービスごとにユーザー名やパスワードを入

力する必要がなく、ユーザーの利便性向上、パスワード管理負荷の軽減、セキュリ

ティ強化につながります。SSOが有効なドメインでは、ログインページを経由せずに

システムにアクセスできます。 

 
シングルサインオン（SSO）が有効になっているドメインでは、ログインページは表示されま

せん。SSOの操作方法が不明な場合は、組織内のシステムドメイン管理者にご確認ください。 

 

今後のウェビナー登録 
 

ユーザーはログインページからケムウォッチのウェビナーに登録できます。 

ログインページ下部の「日付」のリンクをクリックし、必要事項を入力して希望す

るウェビナーに登録してください。 
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ユーザーの役割、権限、表示画面設定、およびフォルダのアクセス権 

管理者はシステム全体への完全なアクセス管理権を持ち、ユーザーのアクセス権な

どの権限を管理することができます。管理の内容には、ユーザー管理、表示画面設

定、SDS設定、その他のモジュール設定が含まれます。システム設定の「ユーザー管

理」より、ユーザーやグループおよびそれらの役割を作成・変更し、フォルダのア

クセス権を設定してください。付与されている役割により、各ユーザーがアクセス

できる機能の種類が決定する場合があります。自動／手動のログイン認証の設定も、

管理者が担当することとなります。 

ユーザーには通常、システムの各機能に対して、閲覧のみ、または閲覧／編集の権

限が付与されます。これにより、製品・SDSの追加や重要な情報の編集や削除等、適

切な管理が可能 となります。 

 

 以下の表の役割／機能の説明を参考に、ドメイン管理者から提供された、ログイン情報に該当す

るユーザーの種類をご確認ください。ユーザーの役割や権限が不明な場合は、組織内のシステム

の管理者にお問い合わせいただくか、japan@chemwatch.netまでメールでお問い合わせください。 

 

ドメイン管理者、上級ユーザー、一般ユーザー向けに推奨されるユーザー権限は、以下

の表のとおりです。 

 
役割 特徴 概要 権限 

 

ドメイン管理者 

代表の管理者 システムへの

全アクセス 

システム全体に対して完全な閲覧／編集権

を持ち、ユーザーの作成や権限を管理する

ことが可能です 

 

 
管理者 

フォルダとイン

ベントリの管理

レベル（閲覧／

編集） 

フォルダ、在庫

お よびマニフェ

スト の管理 

フォルダや製品およびユーザーの役割を

編集する機能を持ち、レポート生成機

能、ダッシュボード、文書フィルタツー

ルなどの、数多くの機能を使用すること

ができます。 

 

 
一般 

一般のユーザー

（閲覧専用） 

一般的な使用、

閲覧専用アクセ

ス、制限有り 

データの閲覧、製品検索、ドメイン管理者

がアクセスを許可した文書を閲覧すること

ができます。 

 
 アドミン管理者の方が、システムへのアクセス認証をご担当いただくこととなるますのでご注意く

ださい。ユーザーの種類に応じた特定の機能へのアクセスに関してのご質問は、

japan@chemwatch.netまたは、ヘルプチャット機能からお問い合わせください。 

手動ログイン 

初めてのユーザーには、システムのウェブリンクと一時パスワードを含むログイン

詳細を含む電子メール（英語）が送信されます。一時パスワード情報を入力しログ

インすると、新たなパスポートの設定を求められます。 

mailto:japan@chemwatch.net
mailto:japan@chemwatch.net
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手順: 手動ログインの方法 
  

1. アカウント名を入力する。 

2. ユーザー名を入力する。 

3. パスポートを入力する。 

4. ログインボタンをクリックする 

 

 

 

ログイン後、デフォルトでホームモジュール 画面が開きます。また、アドミン管理

者がユーザー設定で指定した権限に基づいた機能をご利用いただけます。 
 

レポートジェネレータの主な要素 

レポートジェネレータの主な要素、モジュール、および機能は、以下のとおりです。 

• 製品グリッド 

• フォルダインベントリ 

• 基本・詳細のレポート生成 

• データポイントの選択 

• フォーマットとスタイル 
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ユーザーツアーとガイダンスについて 

ゴールドFFXの表示画面には、ユーザーツアーやeラーニング、ユーザーガイドなどの、情

報や学習をサポートするガイダンスツールが含まれています。これらの機能には、表示画

面右上のバーからアクセスしていただけます（下図参照）。 

 

ユーザーツアー、eラーニング、マニュアルおよびログアウトボタン  

表示画面の右上には、次のようなボタンが表示されています。 

• ツアー 

• eラーニング 

• 用語 

• 掲示板 

• ケムカレッジ 

• マニュアル 

•  ログアウト 

ボタンの機能については、次の表をご確認ください。 
 

ボタン 機能 概要 用途 

 

 

 

ユーザーツアー 

表示画面の構成要素

に関する使用方法の 

説明 

各モジュールの使い方の

簡 単な説明（新人研修

などに 便利）。 
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ボタン 機能 概要 用途 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
eラーニング システムのご利用方 

法に関するeラーニン 

グガイド 

より詳細にわたるシステ

ムの ご利用方法を学ん

でいただ けます。 
 

 
 

https://chemwatch.training/bh-home/
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ボタン 機能 概要 用途 

 
掲示板 ケムウォッチの掲示板 世界各国の法規制に関す

る 最新情報、危険警

告、技術 注記など。 

 

 
ケムカレッジ ケムウォッチの

短期コース 
学習者または学生が
LMS（学習管理システ

ム）にログインし、コー

スを受講できます。 

 

 
マニュアル システム利用のユー

ザーガイド 

システムのユーザーガイ

ド（マニュアル）をダウ

ンロードしていただけま

す。 

 
 

 

レポートジェネレータ ユーザーガイド バージョン1 Page 14 of 54 



レポートジェネレータ ユーザーガイド バージョン1 
Copyright©2025 by Chemwatch. All Rights Reserved 

Page 15 of 54 

 

  

 

ボタン 機能 概要 用途 
 

 用語 ケムウォッチが作成し 

た用語の解説 

難しい用語の意味を検索

し ていただけます。 

 

 ログアウト システムからのログ

ア ウト用のボタン 

ケムウォッチのアプリケ

ー ションからログアウト

し、ログ イン画面に戻り

ます。 
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ヘルプとサポートについて 

ゴールドFFXでは、各ユーザーに即座にオンラインサポートを提供し、苦情、問題、

バグ、エラーおよび質問をお送りいただくために、下記のようなサポートを提供し

ています。 
 

ツール 概要 
 

 ライブ 

チャット 

アプリケーションの右下にあるライブヘルプチャットパネルより、年中無休でラ

イブチャッ ト・サービスを提供しています。 

 

サポート 

チーム 

サポートチームに直接お問い合わせください。チャットオプションはライブチャ

ット・ルームに連結しており、メール機能をご利用いただくと、担当のスタッフ

に連絡が届きます。 

 

電話 

お電話の着信履歴は、弊社のCRMシステムと連携しています。サポートチームは

フォローアップのためのチケットを発行し追跡することで、サービスの質の向上

を図っています。 

 

Eメール 

お送りいただいたメールは、弊社のCRMシステムに届きます。担当者はトラブル

シューティングを行い、追跡のためにチケットを発行し、いただいたご質問やご

要望に、確実に対処いたします。 

 
ログインしているユーザー様は、アプリケーションの右下隅に配置された便利なライブヘル

プチャットとケムウォッチエンタラージュパネルを見つけることができ、問い合わせや問題

についてのサポートを受けやすくなります。ログインしているユーザー様には、画面右下か

ら、簡単にライブヘルプチャットやサポートチームにアクセスしていただけます。 

 

サポートパネルは、通常上の画像のように縮小されてます。拡大すると、次のオプ

ションが表示されます。 

• オンラインチャット 

• サポートチームにEメールを送信 

ヘルプおよびサポートに関するツールの詳細については、次の表をご確認ください。 
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種類 機能 概要 

ライブチャット 
 

 

オンラインのチャットを

利用したサポート 

利用したサポート チャットフォームを使っ

て、ケムウォッチにお問い合わ せいただけま

す。フォローアップが必要なお問い合わ せに

ついては、チケットが発行され、問題が解決

するまで対応いたします。 
 

 

サポートチーム 
 

 

チャットからリクエス

トもしくは、担当者にE

メールを送信する 

 チャットでサポートスタッフにお問い合わせ

をいただく か、Eメールで担当者にお問い合わ

せをいただく際に ご利用ください。 
 

 

 

ライブヘルプチャットとサポートチームパネルは、すべてのモジュールに表示され、

どのページからでも即座にお問い合わせをいただけます。次のページでは、ライブ

チャット・パネルを使って、サポートチームのメンバーとオンラインで会話をして

いただく方法について、ご説明を差し 上げます。 
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手順: チャットパネルの使用方法 
 

情報パネルの編集 

1.  ライブヘルプチャットのボタンをクリ

ックする。 

 

 
 
 
 
 

 

2. フォーム内に下記情報を入力する。 

• 氏名 

• Eメールアドレス 

• 電話番号 (任意) 

3. セーブボタンをクリックする。 

. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4. テキスト欄にお問い合わせ内容を

入力する。 

5.  チャット送信アイコン をクリ

ックするか、キーボードの

「Enter」キーを押す。 

6. オンラインサポートチームメン

バーがお問い合わせやご質問に

回答いたします。 

7.  テキストメッセージのやり取り

が完了したら、チャットパネル

の右上にある最小化ボタン を

クリックしてチャットを閉じ

る。 
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ケムウォッチのサポートツール 

弊社のサポートチームは、アプリケーションの問題やお問い合わせについて、よりよい

サポートとナビゲーションを提供するために、次のチャット関連ツールを使用する場合

があります。 

 

ツール 用途 

スクリーンショット サポートチームは、タスクの実行手順を提供するために、チャットメッセージ

内で、スク リーンショットを共有する場合があります。提供された画像をクリ

ックして、スクリーン ショットをフルサイズでご確認ください。 

リンク サポートチームは、詳細情報を提供するために、チャットメッセージ内で記事

や文書のリンクを 共有する場合があります。チャットメッセージの、ダウンロ

ードアイコンを使用して、ファイ ルをPCや外部ドライブに保存してください。 

 

 
  

 

下記のフローは、お問い合わせのチケット完遂までに実行される一般的な手順を示しています。 
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ケムウォッチのサポートチームについて 

ケムウォッチは、カスタマーサービスの取り組みの一環として、「ケムトラージュ」

と呼ばれるサポートチームによる、プライベートサービスを開始しました。システ

ムのログインページには、専門分野ごとの御社の担当スタッフが掲載されています。 

• カスタマーサービスおよびアカウント管理 

• ヘルプデスク 

• プロジェクト管理 

• 化学者およびSDS作成 

• 法規制およびカスタム表示ラベル 

• ITテクニカルサポート 
 

 

サポートチームの詳細 

 
事業部門サービス 

 

カスタマーサービスチーム 

お客様のアカウント管理、SDS取得リクエストの処理、SDSの提出、SDSの更新、システム設定、

システム導 入、苦情対応、研修リクエストを担当します。顧客管理システム上でチケットを発行

し、迅速に対応いたしま す。必要に応じて、カスタマーサービスの統括者が、チーム全体の対応

を調整いたします。 

化学者チーム 

SDSの作成、緊急対応、レビューSDS、SDSの内容に関する問い合わせ、文書生成に関する技術的

なご質問、ゴールドSDSおよび化学品監査を担当します。 

ヘルプデスクチーム 

 

各種アプリケーションのご利用方法  に関するヘルプおよびサポートを提供します。バグや

エラーのトラブルシューティング、改善点の提案およびSDSに関する問い合わせについて、チケ

ットの発行を担当します。 

法規制チーム 

一般的な法規制情報や、ラベルの作成およびカスタマイズに関するお問合せを担当します。 

 特定のSDSに関するご質問は、まず化学者チームにお問合せください。 
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ITサポートチーム 

ゴールドFFXアプリケーションへのアクセス、セキュリティ、クライアント側のIT関連要件などの、

技術的なお問い合せを担当します。 

アプリケーションのご利用に関するお問い合わせは、まずヘルプデスクにご連絡ください。 

プロジェクトチーム 

プロジェクトチームは、在庫アップロード、マニフェスト・アップロード、SDSの取得および登

録に関連するPTN （プロジェクト追跡番号）を管理しています。 

 

ライブチャットを通じてヘルプデスクにお問い合わせや質問を提出する方法は、以

下の通りです。 

手順: サポートチームへのお問い合わせ方法 

 

1. サポートチームのパネルを開く。 

 

 

 

2. サービスチーム（例：ヘルプデ

スク）をクリックする。 

3. 表示された画面から、チャットアイ

コン をクリックする。 

4. テキスト欄に、メッセージや質問を

入力する。 

5. キーボードの「Enter」キーを押す

か、送信アイコン をクリックす

る。チャットボットの自動メッセー

ジが表示され、簡単なフォームに必

要情報を入力するよう指示される。 

 

 

 
ライブヘルプチャットフォームに詳細と

メッセージを入力してください。サービ

スチームのメンバーが迅速ご対応いたし

ます。 

 

初めてチャットをご利用いただく方へ 

ケムウォッチのチケット・システムを初めてご利用いただく場合、認証用のＥメール

が送信され、登録プロセスを完了するよう指示されます。Ｅメールにある指示に従い、

チケッ ト・システムにアクセスし、パスワードを設定してください。 
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サポートチームにEメールを送信 

 
サポートチームのメール機能から、ご質問などお送りいただく方法は以下のとおりです。 

手順: サポートチームのメンバーにメールを送信する方法 
 

1. サポートチームのパネルを開く。 

 

 

 

2. サービスチーム（例：ヘルプデ

スク）をクリックする。 

 

 

 

3. 表示された画面から、メールアイコ

ン  をクリックする。 

4. 件名の欄に、お問い合わせ内容

の主題を入力する。 

5. コメント欄に、お問い合わせ内容を

入力する。 

6. 送信ボタン をクリックし、

メールを送信する。 

 

 
 

 

 

お問い合せEメールの送信後は？ 

サポートチームにお送りいただいたEメールは、該当するケムウォッチサービス部門の代

表に送信され、必要であればチケットが発行されます。 

 

 

一般的なサポートに関して、より詳細にわたる情報が必要な場合には、japan@chemwatch.netまでご

連絡いただくか、チャットパネルよりご連絡ください。 

mailto:japan@chemwatch.net
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1.0 テンプレートの作成とレポートの出力  

 

この章では、以下のトピックについて説明します。 

 

• 基本テンプレートのレポート生成 

• ユーザー定義テンプレート 

• ユーザー定義テンプレートのレポート生成 

• フォーマット化されたレポート 

• メソッドビルダとデータポイントの検索 

 

レポートジェネレータ機能 には、基本モードと詳細モードが用意されており、デ

フォルトまたはカスタムテンプレートを使用して、選択したレポート形式からデー

タを出力できます。エクスポートされたデータは、フィルタリング、並べ替え、集

計などの分析に使用できます。システム内でのレポート生成では、様々なファイル

様式で出力できます。 
 

 
基本モード 詳細モード 

基本モードでは、ケムウォッチが事前に作

成したテンプレートから選択できます。 

詳細モードでは、ユーザーが選択したデー

タポイントから独自のテンプレートを作成

し、レポートを生成できます。 

• 自己危険物レポート 

• 危険有害性評価 

• 製品 

• 自己の量および場所 

• ニュージーランド インベントリ 

マニフェスト関連のデータポイント（製品

名、ベンダー名、SDS 発行日、GHS 危険有害

性分類、容量/重量、フォルダの場所、DG分

類、組成情報など） 

 

 

 

 

レポート様式： 

• XLSX 
• XLS 
• CSV 
• XML 
• HTML 

• ユーザー設定テンプレート (XLSX) 

レポート様式： 

• XLSX 
• XLS 
• CSV 
• XML 
• HTML 

 

この章で 

学ぶこと 
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テンプレートの 

作成、編集、削除 

 

レポートジェネレータ機能の全機能を使用するには、ユーザーに適切な権限を割り当てる必

要があります。詳細については、ドメイン管理者にお問い合わせください。 
 

 

詳細レポートタブの機能ボタン 
 

作成されたすべてのカスタムレポートテンプレートは、詳細モードのドロップダウ

ンリストに保存されます。ユーザーはレポートテンプレート名から選択して、割り

当てられたデータポイントに基づいてそれぞれのレポートを出力できます。「複数

可」チェックボックスをオンにすると、同じ製品名（同じケムウォッチ番号（CW番

号）に割り当てられた製品）の各製品に対して行が追加されます。「画像をダウン

ロード」チェックボックスは、PPEグラフィック、GHSグラフィックなど、製品の分

類に基づいて画像やグラフィックをレポート内にエクスポートする機能です。 
 

 
機能 概要 用途 

テンプレートの作成 
 

 

メソッドビルダ内のデー

タポイントを使用して、

新しいレポートテンプレ

ートを作成します。 

選択したレポート形式で情報を出力するた

め、必要なデータポイントを割り当てること

で、ユーザー定義の新しいレポートテンプレ

ートを作成できます。 

テンプレートの編集 
 

 

既存のレポートテンプレ

ートを編集します。 

事前に作成したレポートテンプレートのデー

タポイントを編集したり、要件に合わせて追

加または削除したりできます。 

テンプレートの削除 
 

 

既存のレポートテンプレ

ートを削除します。 

不要になった既存のレポートテンプレートを

削除できます。 

レポート生成 
 

 

レポートを生成します。 ダウンロードされたファイルはシステム内で

レンダリングされ、その後の印刷、共有、外

部ドライブやリポジトリへのダウンロードに

使用できます。 



レポートジェネレータ ユーザーガイド バージョン1 
Copyright©2025 by Chemwatch. All Rights Reserved 

Page 25 of 54 

 

  

1.1 基本テンプレートレポートの生成 

「基本」タブでは、ケムウォッチによって作成されたデフォルトのレポートテンプ

レートからレポート生成できます。各テンプレートには別のデータポイントが選択

されているため、基本レポートを作成する前に、どの情報が出力されるのかを考慮

することが必要です。 

 

基本レポート

テンプレート 

レポートの概要 データポイント 

自己危険物レ

ポート 

選択した自己フォルダの化学品インベ

ントリに基づいて、自己危険物レポー

トが生成されます。 

製品名、輸送品名、第一危険物クラ

ス、Hazchem、容器等級、フォルダ 

危険有害性 

評価 

危険有害性評価レポートは、ケムウォ

ッチの危険有害性評価に基づき、自己

インベントリ内の化学品のレポートを

生成できます。危険有害性評価のない

化学品がある場合、レポートの危険有

害性評価のデータポイントフィールド

は「不明」として生成されます。 

製品名、ベンダー、GHS分類、危険有害

性評価、ゴールドSDS発行日（最新）、

現在量、現在量の単位、最大量、最大

量の単位、第一危険物クラス、SUSMP 

Poison Schedule、CAS番号、フォルダ 

製品 製品レポートには、フォルダインベン

トリ内の化学品がリストされます。 

ケムウォッチ番号、製品名、製品番

号、優先名、ゴールドSDS発行日（最

新） 

自己の量 

および場所 

自己の数量と場所レポートは自己化学

品インベントリ基づいて生成されま

す。 

ケムウォッチ番号、製品名、カタログ

名、現在量、現在量の単位、最大量、

最大量の単位、第一危険物クラス、

Hazchem、容器等級、フォルダ 

 

基本テンプレートを使用してデータをスプレッドシートに出力する方法は以下の通

りです。この例では、既存の在庫を含むフォルダからデータをエクスポートします。  

手順: 基本テンプレートを使用してレポートを生成する方法 
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1. ホームモジュールを開く。  

2. フォルダをクリックし、化学品

一覧を表示する。レポート出力

する化学品のチェックボックス

をオンにする。 

3. インターフェースの右上隅に

ある「レポート」ボタン を

クリックする。 

4. 「選択済」ラジオボタンは、リ

ストグリッドで選択された化学

品をレポートに出力するための

デフォルトのオプションです。 

5. 基本タブを選択する。 

6. テンプレートのドロップダウンリストからレポ

ート名を選択する。レポート形式は、xlsx、

xls、csv、xml、html、ユーザー設定テンプレー

トxlsxから選択する。 

7. オプション：該当する場合は「画像をダウンロ

ード」チェックボックスをオンにして、グラフ

ィックファイルを生成する。レポートテンプレ

ートに画像データポイントが含まれている場合

に適用されます。 

8. 「プロセスを開始」ボタン をクリックする。 

9. ダウンロードプロセス開始後、進行状況バー

が 100% になるまで待つ。 

10. ダウンロードボタンをクリックする。 
11. ダウンロードしたファイルを保存する。 

 

 

 

レポートをリポジトリに保存 
 

ダウンロードしたレポートの例 
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1.2 詳細タブからテンプレートを作成し、レポートを生成 

 
「詳細」タブでは、レポート生成関連の適切な権限を持つユーザーが、新しいユー

ザー定義テンプレートを作成したり、既存のテンプレートを編集してレポートを生

成したりできます。テンプレートは、メソッドビルダのデータポイントリストにあ

る特定のデータポイントを使用して作成する必要があります。メソッドビルダには、

特定のデータポイントを検索するためのフィルタ機能があります。データポイント

が特定されたら、それを選択してテンプレートに追加できます。 

 

 

メソッドビルダには、2文字からデータポイントを検索できる機能が導入され、デー

タポイントの検索が容易になりました。「UN」（頭字語）などのデータポイントを

検索できるようになりました。 
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マニフェスト関連のデータポイント 
 

• 製品名 

• ベンダー 

• 量/体積 (数量) 

• SDS発行日 

• フォルダ場所 

• GHS分類 

• 危険物クラス 

• 容器等級 

• Hazchem 

• UN番号 

 

 

その他のデータポイント 
 

• 組成情報 

• GHS注意喚起語 

• GHS Hコード 

• GHSピクトグラム 

• GHS分類 

• Annex XIVの期限日 

• GHS分類（ニュージーランド） 

• GHS HNOC 

• 危険物クラス 

• GHS Hコードとフレーズ 

• GHS PPEグラフィック 

• ユーザー製品番号 

• ベンダー製品番号 

 

 

マニフェスト関連のデータポイントの説明 
 

マニフェスト 

データポイント 

概要 

製品名 ケムウォッチのデータベースに登録されている化学品の名称で

す。すべての製品名にはケムウォッチ番号（CW番号）が割り当

てられています。 

ベンダー 製品の製造元（安全データシートの発行元）です。 

フォルダ場所 化学品が保存されているフォルダツリー構造です。 

SDSの初版日付 化学品の安全データシートの初版日付です。 

ゴールドSDS発行日

（最新） 

ケムウォッチの安全データシート（ゴールドSDS）の最新発行日

です。 

現在量 システム内で入力された現在量です。 

現在量の単位 システム内で指定された単位測定単位 (メートル法、ヤード・ポ

ンド法等) です。 

ライセンス量 敷地内に化学品を保管することが許可されている量（システム内で

入力された数値）です。 
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マニフェスト 

データポイント 

概要 

最大量 システム内で入力された化学品の最大量です。最大量は現在量より

小さくすることはできません。 

最大量の単位 システム内で指定された単位測定単位 (メートル法、ヤード・ポンド

法等) です。 

第一危険物クラス 他のどの危険物クラスよりも優先される危険物クラスです。輸送に

おける危険物分類の主となるクラスです。 

容器等級 国連危険物グループによる危険度であり、I、II、または III に分類さ

れます。 

 

1.2.1 レポートテンプレートの作成とレポート生成 

 
自己インベントリフォルダからマニフェスト関連データをスプレッドシートにエク

スポートするためのテンプレートを作成する方法は以下のとおりです。この例では、

以下のデータポイントを使用してデータをエクスポートしています。 

 

• 製品名 
• ベンダー 

• GHS分類 

• 現在量/体積 
• SDS発行日 

• フォルダ場所 
• 危険物クラス 

• 容器等級 
• Hazchem 
• UN番号 

 

手順: 詳細からテンプレートを作成し、レポートを生成する方法 
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1. ホームモジュールを開く。  

2. フォルダをクリックし、化学品一覧を

表示する。レポート出力する化学品の

チェックボックスをオンにする。 

3. インターフェースの右上隅にある「レ

ポート」ボタン をクリックする。 

4. 「選択済」ラジオボタンは、リストで選

択された化学品のレポートを生成するた

めのデフォルトのオプションです。「現

在のページ」または「すべて」のいずれ

かを選択するか、リストから特定の化学

品を選択した場合はデフォルトをそのま

ま使用する。 

5. 詳細タブをクリックする。 

6. 「追加」アイコン をクリックし、メソッ

ドビルダ内でそれぞれのデータポイント

を選択する。 

7. メソッドビルダのフォルダディレクトリ

で、下向き矢印 を選択し、データポイン

トをドリルダウンします。 

8. データポイントのチェックボックスをオンに

する。例えば、「識別」フォルダでは、「製

品名」と「ベンダー」のチェックボックスを

オンにし、他のフォルダディレクトリから必

要なデータポイントを追加する。 

9. 「レポート名」テキストフィールドにレポ

ート名を入力する。 

10. 「レポートを保存」ボタン をクリッ

クする。右上に操作が成功したことを示すメ

ッセージが表示される。 
 

 
 

11. ドロップダウン矢印から「レポート様式」

を選択する。（例：xlsx） 

12. 「プロセスを開始」ボタン をクリックす

る。 

13. ダウンロードプロセスの進行状況バーが

100%になるまで待つ。 

14. 「ダウンロード」ボタンをクリックする。 

15. ダウンロードしたファイルを保存する。 

16. ダウンロードしたファイルを開いてデータを

表示する。 
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リポジトリにレポートを保存 

ダウンロードしたレポートの例 
 

 

その他のデータポイント（一部） 

レポートジェネレータのメソッドビルダに、以下の新しいデータポイントが追加さ

れました。 

• ユーザー製品番号のデータポイント 

• ユーザー製品番号（グローバル）のデータポイント 

• ベンダー製品番号のデータポイント 

 

ユーザー製品番号のデータポイントは、公式の製品番号、在庫番号、または製品識

別番号とは独立した、ユーザー規定の製品番号であり、御社内で使用されます。ユ

ーザー製品番号は、企業またはユーザーが在庫にある特定の化学品を追跡および管

理するために割り当てられる一意の識別子として名目上使用されます。これにより、

ユーザーは、ユーザーが割り当てた番号と、メーカーが割り当てたカタログ番号ま

たは製品番号を区別することができます。 



レポートジェネレータ ユーザーガイド バージョン1 
Copyright©2025 by Chemwatch. All Rights Reserved 

Page 32 of 54 

 

  

製品番号はシステムから取得し、レポートジェネレータのエクスポート機能ツール

を使用してスプレッドシートにエクスポートできます。様々なタイプの製品番号が

出力できることにより、データ駆動型レポートが強化され、在庫の追跡と管理に役

立ちます。 

フォルダに含まれている化学品グリッドの「製品番号の追加」機能を使用して、化学

品にユーザー製品番号をシステムに追加する必要があります。詳細タブから化学品と

ユーザー製品番号を識別するデータポイントを使用してレポートジェネレータテンプ

レートを作成し、データをエクスポートする方法を次に示しています。このケースで

使用されるレポートジェネレータのデータポイントは次のとおりです。 

 
• 製品名 

• べンダー 

• ユーザー製品番号 

• 場所（フォルダ） 

 

下記の製品番号は、それぞれのメソッドビルダ内で選択できます。 

 
メソッドビルダの 
データポイントの親フォルダ 

データポイント 

識別 

製品名 

ベンダー 

ユーザー製品番号 

ユーザー製品番号（グローバル） 
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手順：ユーザー製品番号のデータポイントのレポートを生成する方法 

 

1. ホームモジュールを開く。  

2. フォルダをクリックし、化学品一覧を

表示する。 

3. 製品番号が割り当てられている化学品

のチェックボックスをオンにする。 

4. インターフェースの右上隅にある「レ

ポート」ボタン  をクリックする。 

5. 「選択済」ラジオボタンは、リストで

選択された化学品のレポートを生成す

るためのデフォルトのオプションで

す。「現在のページ」または「すべ

て」のいずれかを選択するか、リスト

から特定の化学品を選択した場合はデ

フォルトをそのまま使用する。 

6.  詳細タブをクリックする。 

7. 「追加」アイコン  をクリックし、メソ

ッドビルダ内でそれぞれのデータポイン

トを選択する。 

8.  データポイントのチェックボックスを

選択する。（例識別フォルダ内の製品

名、ベンダー、ユーザー製品番号、ユー

ザー製品番号 （グローバル)）また、自

己フォルダの場所など、他のフォルダデ

ィレクトリから出力したいデータポイン

トを追加する。 

9. 「レポート名」テキストフィールドに

レポート名を入力する。 

10. レポートを保存」ボタン をク

リックする。右上に操作が成功したこ

とを示すメッセージが表示される。 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

レポート生成モジュールの全機能を使用するには、ユーザーに権限を割り当てる必要があります。

詳細については、ドメイン管理者にお問い合わせください。 
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11. ドロップダウン矢印からレポート様

式を選択する。（例：xlsx（スプレ

ッドシートファイル様式）） 

12. 「プロセスを開始」ボタン をクリ

ックする。 

13.  ダウンロードプロセスの進行状況

バーが100%になるまで待つ。 

14. 「ダウンロード」ボタンをクリックす
る。 

15. ダウンロードしたファイルをデスクト

ップ/拡張機能フォルダに保存する。 

16. ダウンロードしたファイルを開き、そ

れぞれのデータを表示する。 

 

 

製品番号のスプレッドシート形式のレポートには、列選択されたデータポイント名が先

頭に表示されます。 
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1.2.2 グラフィック付きレポートの作成と生成 

 

詳細レポート生成ツールは、グラフィックを使用したデータポイントを選択できる

ため、画像を含めたレポートを生成できます。ユーザー定義テンプレートは、メソ

ッドビルダ内のディレクトリフォルダにある特定のデータポイントを使用して作成

する必要があります。 

危険有害性共通グラフィック 
 

GHSピクトグラム 危険物ダイヤモンド PPEグラフィック 

 

 

 

 
 

 

 

 

グラフィックを含むデータポイントを利用した化学品のレポート生成方法は、        

以下のとおりです。 

 

手順:グラフィックを含むテンプレートの作成とレポートを生成する方法 

 

1. ホームモジュールを開く。  

2. フォルダをクリックして化学品の一覧

を表示し、レポート出力する化学品の

チェックボックスをオンにする。 

3. インターフェースの右上隅にあるレポ

ートボタン をクリックする。 

4. 「選択済」ラジオボタンは、リストで

選択された化学品のレポートを生成す

るためのデフォルトのオプションで

す。「現在のページ」または「すべ

て」のいずれかを選択するか、リスト

から特定の化学品を選択した場合はデ

フォルトをそのまま使用する。 

5. 詳細タブをクリックする。 

6. 「追加」アイコン をクリックし、メソ

ッドビルダ内でそれぞれのデータポイン

トを選択する。 

7. メソッドビルダのフォルダディレクト

リで、下向き矢印 をクリックしてデー

タポイントをドリルダウンする。 

8. データポイントのチェックボックスをオ

ンにする。（例：製品名、GHSグラフィッ

ク、GHS PPEグラフィック、危険物ダイヤ

モンドグラフィック）また、必要であれ

ば他のフォルダディレクトリからデータ

ポイントを追加する。 

9. 「レポート名」テキストフィールドにレ

ポート名を入力する。 

10. 「レポートの保存」ボタン をク

リックする。右上に表示されるメッセー

ジで、操作が成功したことを確認する。 
 

   
 

11. ドロップダウン矢印からレポート様式を

選択する。（例：xlsx） 

12. 「画像をダウンロード」チェックボック

スをオンにする。 

13. 「プロセスを開始」ボタン をクリック

し、ダウンロードプロセスの進行状況バ

ーが100%になるまで待つ。 

14. 「ダウンロード」ボタンをクリックする。 

15. ダウンロードしたファイルを保存する。 

16. ダウンロードしたファイルを開き、デー

タのエクスポートを確認する。 



レポートジェネレータ ユーザーガイド バージョン1 
Copyright©2025 by Chemwatch. All Rights Reserved 

Page 36 of 54 

 

  

 

 

 

 

例で選択されたデータポイント 
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レポートをリポジトリ（宛先フォルダ）に保存 

 

 

ダウンロードしたレポートの例 
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1.3 書式設定された様式を使用してレポートを生成 

 
様式にはさまざまなテーマからフォーマット化されたテンプレートのスタイルを選

択できます。 

• 淡明 

• 淡灰青色 

• 灰青色 

• 灰青色RGB 
 

これらのテーマは、プレゼンテーション用に色分けされたスタイルシートで提供さ

れます。基本テンプレートを使用して、フォーマットされたスタイルテーマでデー

タをスプレッドシートにエクスポートする方法は、次のとおりです。例では、フォ

ルダ内の既存化学品からデータをエクスポートします。 

手順: 基本テンプレートを使用してレポートを生成する方法 

 

 

1. ホームモジュールを開く。 

2. フォルダをクリックして化学品の一覧を

表示し、レポート出力する化学品のチェ

ックボックスをオンにする。 

5. 基本タブを選択する。 
6. テンプレートのドロップダウンリストか

らレポートを選択する。（例：自己危険

物レポート） 

7. 「レポート様式」ドロップダウン矢印を

クリックし、「フォーマット済みテンプ

レート（XLSX）」を選択する。 
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3. インターフェースの右上にある「レポート

生成」ボタン をクリックする。 

4. グリッドで選択した化学品のレポートを生

成する場合は、「選択済」ラジオボタンを

選択する。（デフォルト）現在ページのレ

ポートを生成するには、「現在のページ」

を選択する。 

8. 「テンプレートスタイル」ドロップダウ

ン矢印をクリックし、「灰青色RGB」を

選択する。 

9. 「プロセスを開始」ボタン をクリック

し、ダウンロードプロセスの進行状況バ

ーが100%になるまで待つ。 

10. 「ダウンロード」ボタンをクリックする。 
11. ダウンロードしたファイルを保存する。 

 

 

レポートをリポジトリ（宛先フォルダ）に保存 

ダウンロードした灰青色RGBレポートの例 
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淡灰青色のテンプレート様式 例 

 
淡明のテンプレート様式 例 

 

灰青色のテンプレート様式 例 

 

 

1.4 ニュージーランド インベントリレポート 

 
レポートジェネレータは、基本タブからニュージーランド インベントリレポートを

生成できます。 

ケムウォッチが作成した基本レポートテンプレートには、以下のデータポイントが

含まれています。基本レポートを選択する前に、これらのデータポイントを考慮す

ることが重要です。 

 

基本レポート

テンプレート 

レポートの概要 データポイント 

ニュージーラ

ンド インベン

トリ 

ニュージーランド インベントリレポ

ートは、ニュージーランドの分類デー

タの有無に基づき、自社の化学品イン

ベントリから生成されます。 

製品名、カタログ名、UN番号、ニュ

ージーランドGHS分類、ゴールドGHS、 

危険物クラス、混触危険性、容器等

級、利用可能なSDSの有無、 
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基本レポート

テンプレート 

レポートの概要 データポイント 

 関連データがない化学品について

は、レポート内の該当項目は空欄で

表示されます。 

 物質の状態、最大量、最大量の単位、 フ

ォルダ／貯蔵先名 

 

下記の利用可能な様式を使用してレポートをエクスポートします。 
 

• XLSX 
• XLS 
• XML 
• CSV 
• HTML 

• ユーザー設定テンプレート (XLSX) 
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ユーザー設定テンプレート (XLSX)では、出力するシートのスタイルを下記から選択でき

ます。 

• 淡明 

• 淡灰青色 

• 灰青色 

• 灰青色RGB 

 

 

生成されたレポートのファイル名には、ダウンロードまたは共有用にレポートが生成さ

れた実際の日付が含まれます。 
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ニュージーランドインベントリレポートの上部には、データポイント名が表示され

ます。 

• HSR番号 

• GHS分類 

• 第一危険物クラス 

• 容器等級 

• 物質の状態 
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2.0 データポイントのリスト 
 

メソッドビルダでは、テンプレート作成時にデータポイントを選択し、指定した化学品イ

ンベントリのマテリアルや、フォルダ内のマテリアル一覧ページからデータを生成・エク

スポートすることができます。 
 

ディレクトリフォルダ データポイント 

組成 化学品/製品/混合物に含まれるすべての成分のリスト 

 

 
PPE 

個人用保護具：GHS PPEグラフィック、手袋の選択肢、ミニSDSのPPEフレー

ズ（目）、ミニSDSのPPEフレーズ（一般）、ミニSDSのPPEフレーズ（手/

足）、ミニSDSのPPE（鼻）、PPEフレーズ（目）、PPEフレーズ（手/足）、

PPEフレーズ （その他）、PPEフレーズ（ 呼吸器）、SDSのPPEフレーズ 

 
 

 

識別 

化学品・製品の識別： 外観、CAS番号、カタログ名、ケムウォッチ番号、 

文書番号、製品名、タグ、タグの詳細、ミニの外観、優先名、SDSの国、

SDS発行日（最新）、SDSの言語、同義語、固有のフォーミュラ識別番号、

用途、ユーザー製品番号、ユーザー製品番号（グローバル）、ベンダー、

ベンダー住所、ベンダーの国、ベンダーEメールアドレス、ベンダー緊急

時対応組織、ベンダー緊急時連絡電話番号、ベンダーFax番号、ベンダー

製品番号、ベンダー電話番号、ベンダーウェブサイト、バージョン番号 

 

 

物理的特性 

化学品または製品の特性：自然発火温度、蒸発速度、蒸発速度基準、爆発

性、可燃性、引火範囲、LEL、融点、分子量、臭気、臭気閾値、酸化性、分

配係数、pH （1%溶液として）、pH（供給時）、物理的状態、相対蒸気密

度、比重、表面張力、味、UEL、蒸気圧、粘度、揮発性、成分、水溶性 

 
 
 
 
 

 

規制 

世界・地域・国別の規制方法：附属書XIVの期限日、可燃性液体のクラス、

GHS 分類、ニュージーランドのGHS分類、GHS Hコード、GHS Hコードとフ

レーズ、GHS Hフレーズ、その他の指定されていないGHS危険有害性、GHS 

HNOC 物理危険性/健康有害性、GHS Pコード（全て）、GHS Pコード（廃

棄）、GHS Pコード（一般）、GHS Pコード（予防）、GHS Pコード（対

応）、GHS Pコード（保管）、GHS Pコードとフレーズ（廃棄）、GHS Pコー

ドとフレーズ（予防）、GHS Pコードとフレーズ（一般）、GHS Pコードと

フレーズ（対応）、GHS Pコードとフレーズ（保管）、GHS Pフレーズ（全

て）、GHS Pフレーズ（廃棄）、GHS Pフレーズ（一般）、GHS Pフレーズ

（予防）、GHS Pフレーズ（対応）、GHS Pフレーズ（保管）、GHSピクト

グラム画像、GHS注意喚起語、、グループ標準、eSDSの有無、HSR番号、国

家インベントリ、NFPAダイヤモンドグラフィックス、NFPA火災、NFPA健

康、NFPA、反応性、NFPAスペシャル、規制上の負担、リスクフレーズ、

NOHSC注意喚起語、SUSMP毒物スケジュール、トータルVOC 

 

危険物データ 
危険物分類および関連データ： 危険物ダイヤモンドグラフィック、第一危

険物サブリスク、第一危険物クラス、第二危険物サブリスク、EPG番号、

Hazchem、IERG番号、容器等級、出荷名、流出火災距離、UN番号 

SYSTEM 
CW緊急対応電話番号、ERG番号、危険物措置ガイド、初期SDS発行日、

Smiles、UN出荷名、SDSタイプおよび関連データ 
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安全性 

健康と安全に関するデータ：急性眼、健康、摂取、吸入と皮膚、廃棄、工

学的管理、火災爆発の危険性、有害危険性の評価、応急処置データ、安全

な取り扱い手順、保管時の混触危険性、適切な容器、輸送時の混触危険性 

自己フォルダ 
フォルダの場所：現在量、現在量の単位、ライセンス量、ライセンス量の

単位、場所、最大量、最大量の単位 

SISOT 在庫コンテナ管理のための「スキャンイン／スキャンアウト」技術モジュー

ル（SISOT）内のデータ 

リスクアセスメント ILO（健康）とUN（保管）の両方に関するリスクアセスメント関連のデータ 
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付録 
 

SDSの概要構成 

SDSの作成に関する包括的な構造要件は、SDS準備の実務規範に記載されています。 
 

セクション（章） 見出し 

1. 化学品及び会社情報 • 製品に関する情報 

• その他の製品特定手段 

• 化学品の推奨用途および使用上の制限 

• 供給業者の名前、住所、電話番号 

• 緊急電話番号 

2. 危険有害性の要約 • 化学品の危険有害性分類 

• ラベル要素（注意書きを含む） 

• 分類に至らないその他の危険有害性 

3. 組成及び成分情報 • 成分の識別情報 

• CAS番号およびその他の固有識別情報 

• 成分の含有量 

4. 応急措置 • 必要な応急処置の説明 

• ばく露によって引き起こされる症状 

• 医療対応と特別な治療 

5. 火災時の措置 • 適切な消火剤 

• 化学物質によって引き起こされる特定の危険 

• 消防士のための特別な保護装備および注意事項 

6. 漏出の措置 • 個人の注意事項、保護具、および緊急時の対応 

• 環境への注意事項 

• 封じ込めおよび清掃の方法と必要なもの 

7. 取扱い及び保管上の注意 • 安全な取り扱いのための注意事項 

• 安全な保管条件、ならびに適合しない物質 

8. ばく露防止及び保護措置 • 管理基準 – 暴露基準、生物学的モニタリング 

• 適切なばく露制御 

• 個人用保護具（PPE） 

9. 物理的及び化学的性質 • 外観 

• 臭気 

• 臭気閾値 

• pH 

• 融点/凝固点 

• 沸点および沸騰範囲 
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 • 引火点 

• 蒸発率 

• 可燃性 

• 上限/下限可燃性または爆発限界 

• 蒸気圧 

• 蒸気密度 

• 比重 

• 溶解度 

• 分配係数: n-オクタノール/水 

• 自然発火温度 

• 分解温度 

• 粘度 

• 比熱値 

• 粒子サイズ 

• 揮発性有機化合物の含有量 

• 揮発性の割合 (%) 

• 飽和蒸気濃度 

• 目に見えない可燃性蒸気およびガスの放出 

追加のパラメータ • 形状およびアスペクト比o 

• 結晶性 

• 塵性 

• 表面積 

• 凝集または凝集度 

• イオン化（酸化還元電位） 

• 生物耐久性または生物持続性 

10. 安定性及び反応性 • 反応性 

• 化学的安定性 

• 避けるべき条件 

• 不適合物質および起こりうる危険な反応 

• 危険な分解生成物 

11. 毒性情報 • ばく露経路に関する情報 

• ばく露に関連する症状 

• 毒性の数値的測定 

• ばく露による即時、遅発性および慢性の健康影響 

• ばく露レベル 

• 相互作用の影響 

• データの限界 

12. 環境影響情報 • 生態毒性 

• 持続性および分解性 

• 生物蓄積性 

• 土壌中の移動性 

• その他の悪影響 
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13. 廃棄上の注意 • 安全な取り扱いおよび廃棄方法 

• 汚染された包装の廃棄 

• 環境規制 

14. 輸送上の注意 • 国連番号（UN番号） 

• 正式輸送名称 

• 輸送上の危険区分 

• 容器等級 

• 環境への危険性 

• 輸送時の特別な注意事項 

• Hazchemコード 

15. 適用法令 • 該当製品に特有の安全性、健康、および環境規制 

• 毒物スケジュール番号 

16. その他の情報 • 作成日または改訂日 

• 使用される主要な略語または頭字語 



レポートジェネレータ ユーザーガイド バージョン1 
Copyright©2025 by Chemwatch. All Rights Reserved 

Page 49 of 54 

 

 
 

GHSピクトグラムおよび危険物（DG）ダイヤモンド 

9つの危険有害性ピクトグラムは、物理的、健康、または環境に対する危険有害性を表して

います。慢性的な健康被害には、発がん性物質、生殖毒性物質、変異原、特定標的臓器毒性

物質、吸引性有害物質が含まれます。以下は、WHS危険ピクトグラムとADGダイヤモンドの

比較表です。 

危険有害性ピクトグラムおよびADG 

危険有害性 

ピクトグラム 

GHSハザード 危険物クラスピクトグラム 危険物クラス 

 
爆弾の爆発 

爆発物 

自己反応性物質 

有機過酸化物 

 

爆発物 

 

炎 

可燃物質 
自己反応性物質 
自然発火性物質 
自己加熱物質 
水と接触すると可 
燃性ガスを発生 
有機過酸化物 

 

可燃性（液体、 
個体、ガス） 
自然発火性 
可燃性ガスを放出 
有機過酸化物 

 
円上の炎 

酸化剤 

 

酸化剤 

酸化ガス 

 
 
 
 
 

 
ガスボンベ 

高圧ガス 

 

無毒不燃性ガス 
可燃性ガス 
酸化性ガス 
有毒ガス 
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どくろ 

急性毒性 
 

 

急性毒性 

急性毒性ガス 

 
感嘆符 

急性毒性 

皮膚刺激物 

眼刺激物 

皮膚感作物質 

該当なし  

 
健康有害性 

発がん性物質 

呼吸感作物質 

生殖毒性物質 

標的臓器毒性物質 

生殖細胞変異原 

該当なし  

 
腐食性 

眼腐食性 

皮膚腐食性 

金属腐食性 

 

腐食性金属 

 
環境 

水生環境有害性 

職場の危険有害性

化学物質（要件の

範囲には含まれて

いない） 
 

環境ハザード 

該当する危険有害性 

ピクトグラムなし 

 
 
 
 
 
 
 

 

その他の危険物 

職場の有害化学物質要件の範囲外 

 

感染性 

職場の有害化学物質要件の範囲外 

 

放射性 
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NFPAダイヤモンド 
 
 
 

 
NFPAダイヤモンドとカラーコード 

四つの区分は通常、色分けされており、青は健康危険性、赤は引火性、黄は化学反

応性を示し、白は特別な危険に対するコードを含んでいます。健康、引火性、反応

性はそれぞれ、0（危険なし）から4（重大な危険）のスケールで評価されます。詳

しい情報については、http://www.nfpa.org/をご参照ください。 

ゴールドSDSの第2章には、該当する場合、適用可能なNFPAダイヤモンドが描かれます。 

なお、このダイヤモンドやグラフィックがSDSに表示されるためには、SDS設定パネル

で該当の項目にチェックを入れる必要があります。 

 

健康（青） 引火性（赤） 

0 

健康に対する危険性はなく、特別な予防策は

不要で、 通常の可燃性物質以上の危険はあ

りません。(例： 水) 

0 

通常の火災条件下では燃えない物質（例：二 

酸化炭素）。本質的に非可燃性の物質（例：

コ ンクリート、石、砂）。（空気中で816℃

（1500°F）の温度に5分間さらされても燃え

ない物質。） 

1 
接触により刺激を引き起こすが、わずかな残

留的な影響しか与えません。 (例：アセトン) 
1 

発火・燃焼が起こるまでにかなりの加熱を必

要とする物質（例：鉱油）。発火前に加熱を

必要としない微細な浮遊物質も含まれます。

（引火点は93.4℃（200°F）以上） 

2 

激しいまたは継続的なばく露（慢性では

ない）により、一時的な無能力化または

残存障害を引き起こす可能性があります

（例：ジエチルエーテル）。 

2 

(200°F) 発火する前に適度に加熱するか、比

較的高い周囲温度にさらされると、加熱し

なくても発火する微細な浮遊物質（例：デ

ィーゼル燃料）。 

引火点は38℃（100°F）～93℃（200°F） 

http://www.nfpa.org/
http://en.wikipedia.org/wiki/Water
https://en.wikipedia.org/wiki/Carbon_dioxide
https://en.wikipedia.org/wiki/Carbon_dioxide
http://en.wikipedia.org/wiki/Acetone
https://en.wikipedia.org/wiki/Mineral_oil
https://en.wikipedia.org/wiki/Diethyl_ether
https://en.wikipedia.org/wiki/Diesel_fuel
https://en.wikipedia.org/wiki/Diesel_fuel
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3 

短時間のばく露により、重篤な一時的または中

程度の残留障害を引き起こす可能性があります

（例：塩素）。 

3 

ほぼ全ての周囲温度条件下で発火する可能性

のある液体および固体（微細な浮遊物質を含

む）（例：ガソリン）。液体の引火点は23℃

（73°F）未満、沸点は38℃（100°F）以上、ま

たは引火点が23℃（73°F）から38℃（100°F）

の間であるもの。 

4 

非常に短時間の暴露で死に至るか、重大な残

留的な影響を与える可能性があります（例：

シアン化水素、ホスフィン、一酸化炭素、サ

リン）。 

4 

通常の大気圧および温度において、急速にま

たは完全に蒸発するか、空気中に容易に拡散

して容易に燃焼します（例：アセチレン、ジ

エチル亜鉛）。 

自然発火性物質を含む。引火点は23℃

（73°F）未満。 

特別（白） 不安定性／反応性（黄） 

白い「特別注意」エリアには複数の記号を記載でき

ます。以下の記号はNFPA 704規格で定義されていま

す。 

 
0 

通常、火災暴露条件下でも安定してお

り、水（と反応しません例：ヘリウ

ム）。 

 
OX 

酸化剤（例：過塩素酸カリウム、硝酸ア

ンモニウム、過酸化水素） 

 
1 

通常は安定しているが、高温高圧下では

不安定になる可能性があります(例：プ

ロペン)。 

W 
 水と異常または危険な反応を起こします

（例：セシウム、ナトリウム、硫酸）。 
2 

高温高圧下では激しい化学変化を起こし、

水と激しく反応します。または水と爆発性

の混合物を形成する可能性があります

（例：白リン、カリウム、ナトリウム）。 

SA 

単純窒息性ガス。具体的には、窒素、ヘリ

ウム、ネオン、アルゴン、クリプトン、キ

セノンのガスに限定されます。 

3 

爆発または爆発的分解を起こす可能性がある

が、強力な起爆源が必要であり、起爆前に閉

じ込められた状態で加熱する必要があり、水

と爆発的に反応し、または強い衝撃を受ける

と爆発します（例：硝酸アンモニウム、三フ

ッ化塩素）。 

  4 

常温常圧下で容易に爆発または分解す

る物質（例：ニトログリセリン、アジ

化塩素、二酸化塩素）。 

https://en.wikipedia.org/wiki/Gasoline
https://en.wikipedia.org/wiki/Hydrogen_cyanide
https://en.wikipedia.org/wiki/Phosphine
https://en.wikipedia.org/wiki/Carbon_monoxide
https://en.wikipedia.org/wiki/Sarin
https://en.wikipedia.org/wiki/Sarin
https://en.wikipedia.org/wiki/Acetylene
https://en.wikipedia.org/wiki/Diethylzinc
https://en.wikipedia.org/wiki/Diethylzinc
https://en.wikipedia.org/wiki/Pyrophoricity
https://en.wikipedia.org/wiki/Flash_point
https://en.wikipedia.org/wiki/Helium
https://en.wikipedia.org/wiki/Helium
https://en.wikipedia.org/wiki/Oxidizing_agent
https://en.wikipedia.org/wiki/Potassium_perchlorate
https://en.wikipedia.org/wiki/Ammonium_nitrate
https://en.wikipedia.org/wiki/Ammonium_nitrate
https://en.wikipedia.org/wiki/Hydrogen_peroxide
https://en.wikipedia.org/wiki/Propylene
https://en.wikipedia.org/wiki/Propylene
https://en.wikipedia.org/wiki/Water
https://en.wikipedia.org/wiki/Caesium
https://en.wikipedia.org/wiki/Sodium
https://en.wikipedia.org/wiki/Allotropes_of_phosphorus#White_phosphorus
https://en.wikipedia.org/wiki/Potassium
https://en.wikipedia.org/wiki/Sodium
https://en.wikipedia.org/wiki/Asphyxiant_gas
https://en.wikipedia.org/wiki/Nitrogen
https://en.wikipedia.org/wiki/Argon
https://en.wikipedia.org/wiki/Krypton
https://en.wikipedia.org/wiki/Xenon
https://en.wikipedia.org/wiki/Xenon
https://en.wikipedia.org/wiki/Ammonium_nitrate
https://en.wikipedia.org/wiki/Chlorine_trifluoride
https://en.wikipedia.org/wiki/Chlorine_trifluoride
https://en.wikipedia.org/wiki/Detonation
https://en.wikipedia.org/wiki/Explosive#Chemical_explosives
https://en.wikipedia.org/wiki/Nitroglycerin
https://en.wikipedia.org/wiki/Chlorine_azide
https://en.wikipedia.org/wiki/Chlorine_azide
https://en.wikipedia.org/wiki/Chlorine_dioxide
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ケムウォッチのEラーニング 

 

ケムウォッチは、ソフトウェアアプリケーションについてより深く学べるトレーニング

ライブラリを、学習サイトを通じて提供しています。提供されたリンクを使用して、Eラ

ーニングのクイックスタートガイド、商品、翻訳、コースにアクセスしてください。 
 

 

 

 

詳しくはこちらから： https://chemwatch.training/bh-home/ 

 

トレーニング 

ケムウォッチは、当社アプリケーションに関するトレーニングを提供しています。

詳細に ついては、training@chemwatch.netまでお問い合わせください。

https://chemwatch.training/bh-home/
https://chemwatch.training/bh-home/
mailto:training@chemwatch.net
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ケムウォッチ オーストラリア本社 
1227 Glen Huntly Road 
Glen Huntly 
Victoria 3613 

 
Telephone: +61 3 9573 3100 
Email: info@chemwatch.net 
Website: www.chemwatch.net 

それは ハザード 

ではなくリスクです! 
 

mailto:info@chemwatch.net
http://www.chemwatch.net/

